
東急不動産キャピタル・マネジメント株式会社（本社：東京都港区、社長：田中雄太郎）は、責任投資原則

（以下「PRI」といいます。）の基本的な考え方に賛同し、2019年6月にPRI署名機関となりましたのでお知ら

せ致します。

＜PRIの概要＞

PRI（Principles for Responsible Investment）とは、2006年にコフィ・アナン国連事務総長（当時）が

金融業界に対して提唱した投資原則です。環境・社会・ガバナンス（ESG）の要素を投資の意思決定プロセス

に反映させることで、受益者の長期的な投資パフォーマンスを向上させることを目的とし、以下の6つの基本

原則が明示されています。

当社は2018年6月に制定した「サステナビリティ方針」に基づき、ファンドの特性や投資家の意向を踏まえ

て、今後もサステナビリティに関する取組を推進してまいります。

東急不動産キャピタル・マネジメント株式会社

2019年6月13日

※ 本お知らせは、金融商品取引法に基づく開示資料ではなく、日本国内外を問わず、一切の投資

勧誘、それに類する行為のために作成されたものではありません。

以上

＜本件お問い合わせ先＞ 経営管理部 兼（かね） TEL：03-5414-1832

「責任投資原則（PRI）」への署名に関するお知らせ

PRIの6原則

① 私たちは、投資分析と意志決定のプロセスに ESGの課題を組み込みます。

② 私たちは、活動的な所有者になり、所有方針と所有慣習にESG問題を組み入れます。

③ 私たちは、投資対象の主体に対してESGの課題について適切な開示を求めます。

④ 私たちは、資産運用業界において本原則が受け入れられ、実行に移されるよう働きかけを行います。

⑤ 私たちは、本原則を実行する際の効果を高めるために、協働します。

⑥ 私たちは、本原則の実行に関する活動状況や進捗状況に関して報告します。
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